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Ⓒ岡山県「ももっち」

全国学力・学習状況調査の結果に基づき、学習指導の改善のポイントを紹介します。今号では、小学校算数
科における「変化と関係」の設問を取り上げます。今後の取組の参考にしてください。

Ⓒ岡山県
「うらっち」

つまずきの様子

それぞれ
の道のりと
時間をまと
めた表から、
速さを比べ
てみましょ
う。

授業改善の要点：除法の式と商の意味を理解し、表現できるようにする。

大問 １ 地域めぐり

設問 設問の概要 県 全国

(３)
速さを求める除法の式と商の意味を理解して

いるかどうかをみる。
53.7 55.8

学習活動
数直線や図などで速さを求める式と商の意味を確かめ、どちらが速いか商の
意味を理解して判断する。

異種の二つの量の割合として捉えられる数量の比べ方や表し方について理解し、その数量を
求めるとともに、目的に応じて大きさを比べたり表現したりする方法を日常生活に生かすこと
ができるようにすることを主なねらいとしている。

今までに
学習した数
直線で表せ
ないかな。

設
問
の
一
部

分速80ｍと分速
71.4ｍなので、数
が大きい分速80ｍ
が速いのかな。

速さは、ど
う求めればよ
かったかな。

インターネッ
トから分かる速
さは、1600÷20
＝80で、分速80
ｍだね。

50ｍ走の
ように数が
小さい方が
速い場合は、
他にもあり
ますか。

25mを
泳ぐ速さ
を比べる
場合も、
時間を表
す数が小
さい方が
速かった
ね。

学習指導要領に示された内容 参考：「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 算数編」P.２６４

50ｍ走で10秒
と９秒では、９
秒の方が速いか
ら数が小さい方
が速いんじゃな
いかな。

県の正答率は、
H25、H30調
査の類題と比べ
て、だんだん高
くなっているよ。

選択肢
１分間当たりに進む道のりなので １ｍ当たりにかかる時間なので

１ アが速い ２ イが速い ３ アが速い ４ イが速い

反応率
県 53.7 23.9 7.6 10.5 
全国 55.8 22.9 6.9 9.5 

正
答

分速80ｍと分速71.4ｍについて考えま
す。分速80ｍとはどういうことですか。
式から求められた答えについて、今ま
での学習を生かして考えてみましょう。

１分間当たりに
進む道のりを図に
表せないかな。

分速80ｍの
方が遠くまで
進めているよ。

時間をそろえている
場合は、数が大きい方
が速いと言えそうね。

長さを
そろえて
いる場合
は、数が
小さい方
が速いと
言えそう
だよ。

「変化と関係」や関連する倍の概念に関する設問は、県学力・学習状況調査でも課題となり
ました。「変化と関係」で事象の変化を捉えて問題解決に生かすには、関数の見方・考え方を
働かせ、伴って変わる二つの数量を見いだし、変化や対応の規則性に着目して理解したり問題
解決したりすることが大切です。倍の概念を理解するには、第２学年のかけ算や第３学年のわ
り算の意味理解が学習内容の定着に大きく関わるため、系統的な指導が重要です。

教室の壁に
は、速さ＝
道のり÷時間
とあるね。

50m走等、これまでの経験から、比べる数値が小さい方
が速いと考えた児童がいるかもしれないね。


